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要約 : リドカナリグラスの低アルカロイド品種である パラトンおよび ヴェンチャの生育特性を
明らかにして そこから両品種の品質特性を知るために 各単播草地の +番草 再生草を用いて調査を行っ
た その結果 両品種とも既存分げつの草丈 節間長 茎葉比の -形質は相互に密接な対応関係を示した
主な特徴として 茎数密度の推移は +番草の生育開始直後で /**+,***本m,あったが 節間の伸長開始後
は急減して約 -**本に収斂した 再生草では刈取り直後に新分げつが多発して 各刈取り時を上回り 最大
で +,0**本 -回刈り後 の茎数密度を示した 全乾物重と草丈の間には r	*.30-の高い正の相関がみられ
また 茎葉比と全乾物重の間にも類似の関係が認められたが 茎葉比 +./以下の範囲での収量増加が大きい
のに対して +./以上では 収量増加の割合は低減した


















の点で 嗜好性の改善が著しいとされる パラトン 等の
品種2についても 同様の調査が必要であろう
本研究では 低アルカロイド品種の生育並びに品質特性





実験 + : 静岡県富士宮市の富士山麓にある東京農業大学
富士畜産農場内の利用 -年目のリドカナリグラス品種
パラトン および ヴェンチャ の各単播草地を実験に
供した 供試草地は標高 2-*mの水はけの良い石礫土壌で
約 0 haの面積である利用は例年 -回前後の刈取りを行っ
ている 実験年である +33+年は両品種草地ともに 年間
N : P,O/ : K,Oの各成分で ,1 : -2 : ,3 kg+* aを施肥して
/月 ,3日 1月 +3日 再生長期間 0+日 および 3月 ,1日
再生長期間 1*日 の計 -回 地上 / cmで刈取りを行っ
た 本実験では これら各草地内に草勢の揃った約 , aの
調査区画を設置した +番草 /月 ,3日 までの生育経過
を .月 ,.日から約 +週間おきに群落を構成するリドカ
ナリグラスの生育旺盛な既存分げつを /*茎ずつ採取し
て直ちに冷蔵の上 後刻その草丈 節間長を計測した な
お 調査時ごとに +m
+mの方形区を -地点ずつ任意に
選んで茎数密度 草丈 生草重量の推移を計測した さら
に 収穫された生草の一部を正確に秤量して持ち帰り 葉
鞘節間 C と葉身 F に分離して 常法で各の乾物
重を計量して 単位面積当たりの乾物重 gm, CF比
を算出した
なお 0月 /日の調査は +番草収穫時 /月 ,3日に調
査区画の一部を刈り残しておいた地点で実施した また
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を実施した
実験 , : 実験 +と同じリドカナリグラスの パラト
ン 単播草地 年 -回刈り を引き続き供試し 翌年の
+33,年実験 +で必ずしも十分でなかった既存分げつの生
育経過と茎数密度の動態をより精密に追跡した そのため
に 草勢が比較的均一な +*m+*mの区画を選び 密度
の揃った地点に ,/ cm,/ cm方形枠を /箇所設置して +
番草 0月 /日 ,番草 1月 -*日 -番草 3月 +2日
までの各生育期間に枠内の全既存分げつの草丈 出葉葉
位 伸長節間 分げつの生死を +週間隔で立毛のまま調査
した +番草 再生草の各収穫時の他 +番草と -番草では
生育途中で適宜地上部乾物重調査 +m+m各 -反復
を行った
実 験 結 果
実験 +
本実験年の気象は以下の通りであった 実験開始時の春
の .月 -日以降 平均気温が連続して /	を上回るように
なったが これ以降 0月 /日の +番草収穫日までの平均気
温を求めると +-./	で ,番草では +3./	 その間の降雨
量は ,11mmであった また 2月の平均気温は平年並み
の ,+.0	で冷涼に推移したが -番草収穫日までの平均気




ン と ヴェンチャ 両品種間には 全乾物重 既存分
げつの形態に大差は認められず 類似の傾向を示した な
お両品種とも /月 ,,日には生育良好な既存分げつで出










後 /月 +/日には +./ 同 0* に近づき 以後一転して
CF比は急増し収穫時の /月 ,3日には ,./ 同上の 1/
を越えた このように 既存分げつの草丈 節間長および
群落の CF比の -形質は 相互に密接な対応する動きを
示した
図 ,には +番草までの生育過程における両品種の茎数密
度 収量および平均 +茎重の推移を示した 茎数密度は品
種 調査時期間でややばらつきはあるものの .月 ,.日の
生育開始直後には概略 .**本m,であったものがその後
/月 2日から +/日にかけて分げつが新生し /**本m,に
増加しピクを形成したしかしこれ以後茎数は /月
末の -**本m,前後まで急減した 全乾物重量は 茎数密
度の減少が始まる出穂始めの /月 ,,日までは直線的に増





丈との関係で見ると 図 - 両者の間には既報1でみられ
たと同様 高い正の相関を示し r*.30-** 草丈の増加
に伴って全乾物重量は確実に増加することが認められる
また 図 .に示したように CF比と全乾物重量の間に
も .月 ,.日から /月 +/日の間では r*.231** /月 +/
日から 0月 /日の間では r*.2--*の両方に正の相関があ
り 全体的に類似の関係が認められる この場合 CF比
図 + パラトン および ヴェンチャ の +番草までの
既存分げつの草丈 節間長 CF比の推移 +33+年
図 , パラトン および ヴェンチャ の +番草までの
全乾物重 茎数密度 +茎重の推移 +33+年
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が +./となるまでは C割合の増加に伴って全乾物重量が急
増した しかし それ以上の比率では 全乾物重量の増加
は鈍化し 群落の生長が CF比+./近辺を境界にして ,
つの異なった過程に分かれることを意味している
表 +には 再生草群落の生育状況と茎数密度を示した
再生草においては茎数密度 CF比 節間伸長 全乾物重








年とほぼ同様に推移した 夏期の 1月から 2月における平




示した +番草の既存分げつの草丈の伸長は /月 2日まで
は比較的緩慢に推移したが その後は急速に増大した 節
間は /月 +日まではほとんど伸長がみられないが /月 2
日には約 +* cmに発達し 以後 指数関数的に増加し 0







は急速であり それぞれ生育の前半では 伊東ら- 大谷
ら0の結果と同様に ほぼ 1日に +葉の割合で順次 新葉
を展開していた なお -番草 3月 +2日 後の秋の再生
群落では 出葉は大差なく継続するものの 節間伸長がな
いため 草丈は低く抑えられた
図 0に全乾物重量の推移を示した 全乾物重量は +番草
















ン	 および ヴェンチャ	 の各 +番草 再生草のいずれ
図 - +番草までの草丈と乾物重との関係
図 . +番草までの生育期間における CF比と乾物重との関係
表 + リドカナリグラス再生草の生育特性












推測できる また これらの変動のパタンをみると 草
丈は始終 一定してほぼ直線的に増加しているのに対し










ない 実際 CF比 +./以下の範囲での全乾物重量増加が
極めて大きいのに対して +./以上では CF比増加に伴う
全乾物重量増加の割合は著しく低減している このこと












図 / パラトン の +番草および再生番草に至る既存分げつの草丈 節間長 出葉数の推移 	+33,年









る この理由については 判然としないが 再生草群落に
おいては +番草の場合におけるような茎数密度の激減が
生じにくいことも併せて興味深いところである
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Relations between the Growth Habit and Dry matter
Accumulation of Low Alkaloid Cultivars of Reed
Canarygrass (Phalaris arundinacea L.)
By
Tadashi OTANI*, Yoshio KURIHARA* and Mutsuyasu ITO**
(Received February ,/, ,**./Accepted June ++, ,**.)
Summary : To examine the growth and qualitative characteristics of the recently introduced low-
alkaloid cultivars ‘Palaton’ and ‘Venture’of reed canarygrass. a study was conducted using the ﬁrst
crop and aftermath community of the pure stand of ‘Palaton’ and ‘Venture’. In both of the cultivars,
a close mutual relation was observed among the following four characteristics : plant length of
existing tillers, internodes, culm-foliage ratio (C/F). In addition, the number of tillers was /** to +,***
stems per square meter immediately after the ﬁrst crop began to grow but decreased sharply after the
internode’s elongation period. In the case of the aftermath, a large number of new tillers began to
grow just after the grass was harvested ; these new tillers were more than the tiller number at each
harvest and reached a peak of +,0** stems after three times of harvesting. A positive correlation (r
*.30-**) was recognized between dry matter accumulation and plant length, and a similar correlation
was also found between C/F and yield. While the increase in yield was great when C/F was +./ or less,
the increase ratio fell when the C/F was more than +./.
Key Words : Culm-foliage ratio, low alkaloid cultivars, Reed Canarygrass, tiller, dry matter
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